
 

対話を通して学びを深める授業づくり 

－国語科における文学教材を中心として― 

M16EP004 

齋藤 知美 

１，問題と目的 

次期学習指導要領の改訂の目玉になってい

るアクティブラーニングの視点として「主体

的・対話的・深い学び」とあり，学習過程の

質的改善が求められている。しかし，今まで

の経験から，国語科の授業，特に文学教材の

読み取りの授業において，教師の頭の中にあ

る一つの正解に向かって教師と一部の発言が

得意な児童によって進んでいく授業が多くみ

られる。つまり，このような授業において，

発言をしなかった児童は，教師と発言した児

童のやり取りを聞いて授業が終わってしまう。     

文学教材は，一人でも読める。しかし，学

習材に対する自分の考え（読み）を友達に伝

え，友達と対話をすることによって，他者の

視点を取り入れ，自分の考えを見直し，学び

を深めていくことができるのではないかと考

えた。 

ここでいう「対話」とは，多田（2006）が，

「語り合いによって何かを生み出すことを目

的とした対話では，伝えるものを明確に伝え，

相手の伝えたいことを的確に把握することが

必要である。」と述べているが，この考えを参

考にして，「他者と自分との間において新たな

発見，意味の共有をすることを目的として，

相手の伝えたいこと（情報・意味）を的確に

聞き取り，自分の思いや考えと突き合わせて

相手に返すことを繰り返していくこと」であ

ると捉えている。 

学びを深めていく方法として，対話を取り

入れた理由は，まず，一人一人の子どもが自

分なりの既有の知識や体験をもとに【学習材

との対話】をして，次に【他者との対話】を

することによって，他者によるズレに揺さぶ 

 

られ，その結果，子どもの中で，自分一人で

学習材と出会った時に捉えることができなか

った新しい知見に出会い，更に，それらの知

見から，もう一度自分の考えを振り返って（フ

ィードバック）【自己との対話】を行い，自分

の考えを再構築していくことができるからで

ある。このような学習過程から学びを深めて

いくことができる。 

「学びを深める」とは，子どもの学びが，

他者の様々な考え方に触れることで広がり，

他者の考えと自分の考えを比べ，自分の考え

が明確になったり，自分の考えが変容（向上

的変容）したり，自分一人では持ち得なかっ

た新しい観点を得たりすることである。ここ

でいう「学び」とは，鶴田・河野（2012）が

言うように，「子ども一人ひとりが内側で構成

する個性的で個別的な『意味の経験』」のこと

であり，ここでいう「意味」とは，「言葉の意

味（語義）ではなく，人それぞれによっての

とらえ方」としている。 

本研究の目的は，まず「話す・聞く」を中 

心に児童の実態把握を行い，次に対話する力

を高めていくための取り組みを行い，そして，

それらを踏まえ，授業において子どもが対話

により学びを深めていくための具体的な方法

を探ることである。そして更に，その具体的

な方法を使って授業実践を行い，児童の対話

の様子や学びの深まりを検討していく。 

 

２，方法 

（１）対象校 山梨県内の公立小学校 

（２） 期間 平成 28 年 5 月～12 月（週１回） 

（３）対象児童 第 6 学年児童（29 名） 



 

（４）実施方法 

①参与観察，アンケートによる実態把握 

  週１回の授業参与観察，アンケートに 

よって児童の実態把握を行い，効果的な 

取り組みや方法を明らかにしていく。 

②対話する力を高めるための取り組み 

   「対話を成立させるために必要なこと」 

を踏まえ，まず対話を取り入れた授業を 

する前段階として，「対話」する力を高め 

ていくための取り組みを行う。 

③授業実践  

  ①②を踏まえて，具体的な方法を考え，

授業実践を行い，児童の対話の様子や学

びの深まりを検討していく。 

 

３，結果と考察 

（１）参与観察，アンケートによる実態把握に

ついて  

授業の参与観察において，授業中，自ら進

んで発言することは少ないものの，教師の発

問に対して，自分の考えをつぶやいたり，指

名されると自分の考えを話したりすることが

できる子どもが多く見受けられた。また，朝

の会のスピーチにおいては，学級の半数の子

どもが，自分の話したいことを順序良く話す

ことができる。班の話し合いの場面では，自

分の考えが持てないまま話し合いに入ってい

る子どもが多く，そのため一人一人の学びが

深まっていないこともあった。また，話すこ

とに積極的な子と消極的な子がいるため，一

部の児童で話し合いが進められていたことも

あった。しかし，必要性の強く感じる話題に

ついての話し合い（討論会）において，一人

一人に役割が与えられていると，活発に意見

がやり取りされることを見取ることができた。 

そこで，一学期に国語の授業においての「話

すこと」「聞くこと」「話し合うこと」につ

いて児童自身がどのように認識しているのか

を把握するために，アンケート調査を実施し 

 

 

 

た。調査項目のうちいくつかを図１で取り上

げた。 

アンケート結果から，話し合うことや友達

の考えを聞くことは嫌いではないが，１と２

の項目に「あまりそうではない」「そうでは

ない」と答えた児童の割合が高いことから，

自分の考えを友達に話すことはあまり好きで

はないことが伺える。そのように答えた児童

の数名に理由を聞いてみると，「自分の考え

が持てない」「何を発言したらよいかわから

ない」「恥ずかしい」と言っている。「自分

の考えが持てない」「何を発言したらよいか

わからない」といった学力的な要素や，「恥

ずかしい」といった人前で自分の考えを進ん

で披露することに消極的になる思春期の特性

から，自分から発言をしない児童が多いとい

う実態があることが明らかになった。 

以上のことから，「学力的な要素」や「思春

期の特性」から，話すことに苦手意識を持つ

児童が多いが，話す「場」や「役割」を与え

たり，必要性を強く感じる話題を与えたりす

るといった工夫をすると，意欲的に意見をや

り取りできるのではないかと考えた。 

 

（２）対話する力を高めていくための取り組み

について 

 授業参与観察とアンケートによる児童の実 

態を基に，まず対話による授業をする前段階 

として，多田（2006，2012），村松（2011） 

が述べている以下の「対話を成立させるため 

に必要なこと」を参考にして，対話する力を 

高めていくための取り組みを行った。 

図１ 「話すこと」「聞くこと」「話し合うこと」の 

アンケート結果（実習校 6 年生 28 名が回答）     



 

①対話の基盤づくりをする。 

ア，温かな人間関係づくり 

イ，声に出すトレーニング 

ウ，言いたいことをまとめるトレーニング  

②対話の技能を習得させる。  

ア，聞く力（まず相手を受け入れる）              

イ，応じる力（相手に詳しく質問する） 

ウ，話す力（質問に対して詳しく答える） 

エ，話を進める力（話し合いをつなげ展開させる） 

③話すことへの不安や苦手意識を持つ子どもも

話しやすい雰囲気づくり・場づくりをする。 

ア，話すことへの不安を和らげる教師の言葉がけ     

イ，安心して語れる「場」の設定 

ウ，物的環境設定（机の配置・グループの人数等） 

エ，全員が当事者意識を持ち，主体的に参加でき

るシステムづくり 

今年度は②③ができるようになることを目

指し，特別活動として，「他己紹介をしよう！」

（6 月），「ブレインストーミングをしよう！」

（７月），「対話を学ぶ」（10 月）の 3 つの取

り組みを行った。そのうち１つの取り組み「対

話を学ぶ」の実践を紹介する。（表１） 

表１ 「対話を学ぶ」取り組み  

題材名「対話」を学ぶ ＜２０１６，１０，１８実施＞ 

ねらい・「対話」とは何か，また対話の必要性を知る。 

・今までに行った「他己紹介」や「ブレインストーミング」

を振り返りながら，対話の 4 つのポイント（受け止める・

詳しく質問する・詳しく答える・話を進める）を理解す

る。（②の技能の習得） 

・対話の 4 つのポイントを意識して，友達と対話する。 

成  果授業の始めにアイスブレイクとして行った「心のキャ

ッチボール」（構成的グループエンカウンター）において，

想像していた以上に子どもが良い気づきをしてくれた。例え

ば，一回目の無言で３０秒間のキャッチボールでは，「無言

で寂しかった」「何も思わなかった」「怖い」，二回目の相手

にひとこと言ってキャッチボールでは「時間がたつのが早か

った」「会話が弾んで楽しかった」「友達の趣味を知れた」な

どであった。この活動が，本授業の「対話」を学ぶ授業に繋

げることができたことが伺える。また，キャッチボールをす

ることが，心情面の気づき（相手への配慮，思いやり等）を

促し，対話にとって必要なことが学ぶことができた。更に生

き生きと対話する子どもの様子が見受けられたことが，参観

してくださった先生方の感想に書かれていた。 

課  題対話の 4 つのポイントの中で一番大切だと思われる

「受け止める」とはどういうことなのかをしっかりと押さえ

ることができていなかったので，授業実践に入る前に「受け

止める」とは，「賛成する」ことでも「納得する」ことでも

なく，相手の気持ち（意味）が分からないからとりあえず「受

け止める」いうことであることをしっかり押さえたい。 

 

（３）授業実践：対話により学びを深めてい

くための具体的な方法とその成果 

児童の実態や対話する力を高めていくため

の取り組みの中で学んだことから，対話によ

り学びを深めていくための 4 つの具体的な方

法を考え，授業実践を行った。 

＊単元名：作品の世界を深く読み味わおう 

～対話を通して，自分の考えを広げたり深めたりする力～  

＊教材名：「やまなし」（物語）宮沢賢治 

「イーハトーブの夢」（伝記）畑山博（光村図書 6 年） 

＊単元計画の概要（全 9 時間）： 

「対話授業の基本過程」（後述）は，１時間

の授業の中で構成される場合も，授業をまた

いて行われる場合もあった。（表２）   

表２ 単元計画の概要 

時 主な学習活動 

１ ①「やまなし」の範読を聞いて，初発の感想を持つ。   

②この作品に「題名」をつける。また，その根拠や理由も考

える。（学習前，作品から一番強く受けたメッセージ） 

２ ③ ①で書いた感想をもとに，学習計画を立てる。 

④ ②で書いた作品の「題名」とその「根拠」と「理由」に

ついて，友達と対話する。 

３ ⑤「イーハトーブの夢」を読み，宮沢賢治の考え方生き方，

書いた作品について知る。 

・宮沢賢治の考え方生き方についての自分の考えを書き，  

対話する。 

４ ⑥「五月」の作品の設定を確認し，叙述を読みながら，登場

する者と物の位置関係を捉え，「五月の幻灯」を完成させる。



 

配置するしかけ  

⑦「クラムボン」の正体は何かについて考える。また，その

根拠や理由も考える。 

５ ⑧「クラムボン」の正体は何かについて，また，その根拠や

理由について対話する。  

⑨「十二月」の作品の設定を確認し，叙述を読みながら登場

する者と物の位置関係を捉え，「十二月の幻灯」を完成させ

る。配置するしかけ ※「ラムネのビン」は，あるのかない

のかについても考え，対話する。  

６ ⑩「五月」の場面の「谷川の情景」や「カニの親子の様子」

「出来事」を比喩表現や擬声語・擬態語（キーワード）に着

目して，場面の中の様子の変化を読み取る。 置き換えるしかけ  

⑪「かわせみ」がしたことは，悪いことか考え，対話する。 

７ ⑫「十二月」の場面の「谷川の情景」や「カニの親子の様子」

「出来事」を比喩表現や擬声語・擬態語（キーワード）に着

目して，場面の様子の変化を読み取る。置き換えるしかけ  

 ⑬「やまなし」は，かにから見ると生のイメージか死のイ

メージかについて考え，対話する。 

８ ⑭「五月」と「十二月」の幻灯を比べ，対比されているもの

は何か考える。 

・「五月」と「十二月」の図を掲示し，対比表を使って，「五

月」と「十二月」の幻灯を対比させる。 

９ ⑮作者はどんなことを伝えたくて（主題），「やまなし」とい

う題名を付けたのか考え，対話する。 

⑯今日考えた作品の主題また，これまでの学習してきたこと

を生かして，この作品に「題名」をつけ，その理由も書く。

（学習後，作品から一番強く受けたメッセージ） 

 

①「対話」により学びを深めていくための具

体的な方法 

ア，対話授業の基本過程の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ペア・グループによる対話」は，それぞ 

れの長所や短所を考慮し，「課題」や「場」に

ふさわしい方を選んだ。ワークシート（後述）

の流れにも沿っているので，子どもは，次に

何をするのか見通しを持って取り組めていた。 

 

イ，対話を生み出す主発問の工夫・しかけの設定 

まず１つ目は，子どもが対話をする必要性

を感じることができ，また対話をしたくなる

ような主発問を工夫した。対話をしたくなる

時は，まさに自分と友達との考えの「ズレ」

が生じ，「友達はどんな考えを持ったのだろう」

と，他者の考えを知りたくなる時であると考

えた。まず，初めて学習材「やまなし」に出

会った子どもに，初発の感想を書いてもらっ

た。子どもが書いた初発の感想を拾い上げ，

主発問へつないでいくことによって，子ども

が「その疑問を解決したい」「知りたい」と必

要性を感じるようにした。更に，作品から受

けるメッセージの変容から読みの深まりを見

取るために，学習前後に，「自分だったらこの

作品にどんな題名をつけるか」という主発問

を用意したり，７の主発問を解決するために，

４・５・６の主発問を用意したりした。この

ように，子どもが次の自分の学びに生かせる

ように，なるべく発問に繋がりを持たせるよ

うにした。教師が事前に用意した主発問は，

以下の通りである。（表３） 

 表３ 主発問表 

１ 「やまなし」を聞いて，面白いと思ったところ，疑問に思っ

たところ，意味の分からない言葉、いいな，綺麗だなと思っ

たことを，自由につぶやいてみよう。（初発の感想） 

２ 自分だったら，この作品にどんな題名をつけますか。またそ

の「根拠」や「理由」を考えてみよう。 

３ 「クラムボン」とは，どんなものか考えてみよう。 

４ 「かわせみ」がしたことは，悪いことか考えてみよう。 

５ 「やまなし」はかにから見て，「生」のイメージか「死」の

イメージか考えてみよう。 

６ 「やまなし」で対比されているものは何か考えてみよう。 

課題把握―対話する課題を確認する。  

    学習材との対話と自己との対話―課題に基づき，

作品と対話し，自分の考えを持つ。  

   ペア・グループによる対話―自分の考えを他者

（友達）と交流する。  

   全体対話―自分の考えをクラス全員と交流する。 

   個のまとめ（自己との対話）―振り返りを行い， 

自分の考えを再構築してまとめる。 
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７ 作者は，どんなことを伝えたかったのかを（主題）考えてみ

よう。 

８ これまでの学習を通して，この作品にどんな「題名」をつけ

ますか。またその「根拠」や「理由」を考えてみよう。 

  

２の主発問に取り組んだ後の子どもの感想に

「友達の考えが聞けて良かった。もっと他の

人のも聞いてみたい。」「自分の考えに友達

の考えが生かせた。」とあり，対話をする意

欲を高める主発問になっていたことが伺えた。 

２つ目は，「しかけ」の設定である。子ど

もが対話したくなるためには，授業の中に「し

かけ」を設定する必要があると考えた。具体

的には，「五月」「十二月」の登場人物の位

置関係を捉えるために，登場人物の挿絵を操

作して，「五月の幻灯」「十二月の幻灯」を

完成させる「配置するしかけ」，また，セン

テンスカードを用いて，その中に書かれてい

る言葉の間違えを見つけ，その間違いの理由

についての「問い返し」をすることで，指導

内容を押さえていくといった「置き換えるし

かけ」をした。「しかけ」をすることで，一

人一人が自分の考えを持ち，グループ対話の

中で主発問を解決しようとする意欲が高まり，

対話も活発になっていた。 

 

ウ，対話をつなげるための教師の働きかけ 

１つ目は，教師の言葉がけの工夫である。

まず，子どもが安心して語れるように，子ど

ものどのような発言も肯定的に受け止めるこ

とに心掛けた。また，全体対話の中で，子ど

もの意見に対して，「揺さぶり」を加えながら

焦点化するような言葉がけ，自分の考えを明

確にするような，または文脈のどこに位置づ

くかを確認するような「問い返し」の言葉が

けをして子どもの対話を促進していった。例

えば，「本当にそうなの？」「もう少し詳しく

説明してごらん。」」「どこからそう思ったの？」

などの言葉がけを臨機応変に行った。例えば

第 5 時において教師が「ラムネのビンはここ

にあったの？」と揺さぶりの言葉がけをする

と，その後のグループ対話が盛り上がってい

た。 

２つ目は，机間巡視による子どもの観察で

ある。クラス全体での対話がうまく繋がり学

びを深めていけるために机間巡視の中で子ど

もの個々の意見を把握しておき，全体対話を

促進させるようにした。しかし，話すことに

苦手意識を持つ子どもは，自分の考えを発表

するだけで精一杯で，なかなか対話に繋がり

を持たせることが難しかった。また，机間巡

視をして，決められた活動がきちんと行われ

ているか観察し，必要に応じて支援をしてい

くことで，スムーズに活動を進めることがで

きた。 

 

エ，対話を支えるための手立て 

１つ目は，ワークシートの工夫である。自

分の考えをまとめ，友達との対話をするため

の手立てとした。結果，どのように学びが深

まったのかを探る手立てともなった。このワ

ークシートを使うことにより，書いたことを

基に，友達と対話することができた。また，

友達と対話したときに書いたメモを見ながら，

最後のまとめに生かすことができていた。 

２つ目は，自分の考えが持てない児童への

支援である。今までの体験の中から結びつけ

て考えさせたり，問われていることの内容を

かみ砕いて説明したりすることよって，自分

の考えを持てるようにした。以後，自信をも

って意見を書くことができるようになり，積

極的に友達と対話したり，全体対話で発表し

たりする姿が見られた。 

３つ目は，対話の仕方の提示である。「対話

してごらん」というだけでは，どのように対

話してよいか戸惑う児童もいるので，話型を

示して対話を促していく方法を取った。その

結果，話すことが苦手な子どもも，この「対

話の仕方」にそって，生き生きと対話をする

姿が見られた。  



 

 

 

 

 

 

 

４つ目は，意見交流の工夫である。全体の

場で発言することに苦手意識を持っている子

どももいるため，子どもがワークシートに書

いたことを集約し一枚のプリント「意見集約

プリント」にして，次の時間に配布するとい

う形での意見交流も取り入れた。意見集約プ

リントを配ると，食い入るように見入ってい

た。そのことから，対話の土台として，友達

の考えに興味関心を持つことができたことが

伺えた。 

 

②対話の様子について 

授業の中で子どもがどのように対話をして

いたか，クラス全体の様子と抽出児２名の様

子を示し，考察していく。 

 

＜クラス全体の様子＞ 

ペア対話においては，「対話の仕方」に沿っ

て，決められたこと（結論・根拠・理由）の

やり取りは，全体的によくできていたと思わ

れるが，それ以降の対話を続けることが難し

かった。グループ対話においては，３～４人

の対話グループを作った。全員に役割（司会・

発表者・決まったことを貼る人）を持たせる

ことで，全員が対話に参加できるようにした。

発表するだけのグループと，質問し合えてい

るグループがあり，対話の質は，グループの

人間関係や個々の特性により，差があった。

そのことから，グループの構成を吟味する必

要があると考えた。全体対話においては，始

めはみんなの前で話すことに戸惑っていたが，

全体対話の中で学びが広がる良さや楽しさを

知り（ワークシートの記述より），単元の終わ

りの方では，指名されると話すようになった。

しかし，自ら手を挙げて答える子は少数だっ

たので，対話に繋がりをもちにくかった。 

＜抽出児２名の様子＞  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自分の考えを書くことに戸惑っている様子

があったので，声をかけて一緒に考えた。そ

の後，自分の考えを持つことができた自信か

ら，教師の発問への反応やグループ対話での

発言に積極的になった。 R 児の学びの深まり

をワークシートの記述から考察する。（図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A：あなたは，どう思う？（結論） 

B：（結論を述べる）    

A：どこからそう思うの？（根拠・叙述・言葉） 

B：（根拠を述べる）    

A：そこからどうしてそう思うの？（理由・解釈） 

B：（理由を述べる） 

 

 

 

R 児 アンケートにおいて，「自分の考えを友達に話

すことが好き」という項目に「そうではない」と答

え，その理由は，自分の考えをもつことが苦手だか

らであると答えた。授業中の様子は，内容理解は緩

やかであり，教師の発問に対するつぶやきは少なく，

話し合いでの発言も消極的である。  

★グループ対話の時に友達に質問をしていた。 

（第 4 時：グループ対話でグループの友達がかわせ

みを水の中に置いたとき） 

Ｒ：はい質問，どうしてかわせみが水の中にいるん

ですか？ 

Ｃ：魚を取ったときに水の中に入っていたから 

★自分から進んでの発言が２回あった。そのうちの 1

回の様子（第 7 時：教師がセンテンスカードの間

違えを問いているとき） 

Ｔ：他にある？ 

Ｒ：はい，魚の白い腹 

Ｔ：そうだね。魚の青い腹ではなくて白い腹だね 

プロトコルより一部抜粋 

図２ R 児のワークシートの記述 

再
構
成 



 

いつもはワークシートに記述することに消

極的な R 児であるが，「まとめ」の部分にお

いて，友達との対話で得た A さんの考えの良

さに気付き，自分の始めの題名を再構成して

新しい題名を考えることができていた。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

プロトコルより，ペアの対話においては，

相手に理由を詳しく聞いている姿が見られた。

また，グループ対話では，友達に質問をする

ように促したり，M 児も相手に質問をしたり，

意見をいったりして，対話をリードしていた。

授業態度も教師の問いかけにつぶやいたり，

発問に対して楽しみながら考えたりする姿が

見られた。M 児の学びの深まりをワークシー

トの記述から考察する。（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

友達と対話することによって，自分の考え

を更に明確化できていた。 

 

③学びの深まりについて 

 ここまで述べてきた授業実践においての

学びの深まりを，読みの深まりという視点か

ら検討する。子どもが作品を深く読み取るこ

とができたかということを，初回と最終回の

授業において「この作品にどんな題名をつけ

ますか。」という同一発問に対する答えの変容

から見取った。初回と最終回でつけた題名と

その理由を比較し，これまでに学んだことが

生かされていたり，作者の伝えたかったこと

（主題）を意識した題名と理由になっていた

りしたら，読みは深まったと考えた。今回の

授業において，筆者がねらっていた読みの深

まりは，「自然界の生と死の循環（命のつなが

り，命の大切さ）」を読み取ることであったが，

「理想」や「人生観」など予想以上の読み取

りができていた子もいた。（表４） 

   表４ 読みの深まりの例 

  I 児 「自然界の生と死の循環」と読み取った例  

初
回 

「黄金」→水の底で見える光は，黄金色に見えると思う  

ったから。 

M 児 アンケートの「自分の考えを友達に話すこ

とが好き」という項目に「そうである」と答えて

いる。授業中の様子は，内容理解はとても速く，

教師の発問に対するつぶやきが多く，話し合いで

の発言も積極的である。 

図３ M 児のワークシートの記述 

明
確
化 

プロトコルより一部抜粋 

★ペア対話の様子（第７時：「やまなし」はカ

ニから見て，「生」のイメージか「死」のイメ

ージか，という主発問に対して，の友達と対話

している様子） 

M：どっちにした？ 

S：死 

M：なんでそう思った？ 

S：（やまなしは）しゃべらないし，つぶれるか

ら 

M：かににとって死のイメージがそれ？ 

S：かにから見て（やまなしは）しゃべらないか

ら， 

M：あーかにから見たら，（やまなしは）しゃべ

らないから，基本的に死のイメージってこと

ね。 

 



 

最
終
回 

「生きる大切さ」→生き物たちは，食物連鎖でつながってい

ると伝えたかったと思う。「生」と「死」のことが書いてあっ

て，その中でも宮沢賢治は，「生」を大事にしていたから。 

K 児 「作者の理想」と読み取った例 

初
回 

「青い天井」→全て青い天井の下で起こっていることだから

「天井」という言葉が数多くあったから。 

最
終
回 

「自然の光」→宮沢賢治は，十二月の世界が理想。つまり，

自然が光り輝く世界を望んでいる。 

M 児 「人生観」と読み取った例 

初
回 

「光の輝き」→この「やまなし」を読んで，光とか輝きが表

現されていたので，この題名にしました。  

最
終
回 

「苦しい時もあれば嬉しい時もある」→この「やまなし」を

読んで，五月は大変苦しいけど，十二月は嬉しかったから。 

 

④対話を取り入れた授業に関する子どもの意識 

授業後にアンケートを行い，「対話を取り入

れた授業をする中で，良かったこと，難しか

ったこと」を聞いた。子どもが答えてくれた

ことのいくつかを示す。（表５） 

 

 

「良かったこと」から，他者との対話によ

って様々な知見に出会い，そこで得た知見を

まとめにおいて再構築して新しい考えを生み

出したり，自分の考えを再確認（明確化）さ

せたりして，学びを深められたことが感じら

れた。また「難しかったこと」から，これま

で「話す」「聞く」を重点的に取り組んできた

が，自分の考えを書いてまとめることにも取

り組んでいく必要もあることに気付いた。 

  

４，全体考察 

 本研究において，児童の実態を基に対話す 

る力を高める取り組みと，対話により学びを 

深めるための 4 つの具体的な方法を考え，授

業実践を行ってきた。 

対話する力を高める取り組みでは，対話に 

必要とされる技術の習得と，話しやすい雰囲

気づくり・場づくりをすることができた。 

国語科の授業実践においては，４つの具体

的な方法を使うことにより，子どもの学びを

広げ深めることは，ある程度できたのではな

いかと考える。つまり，対話により「情報」

のやり取りをして，子どもの個々の考えを広

げることはできた。しかし，友達がどのよう

なつもり（意味）で言っているのかというこ

とを聞き取ることは，不十分だったと思う。    

国語科の読み取りの授業において，教師か

ら言われたことを（情報）を知るだけでは、

「分かったつもり」で終わってしまう。しか

し，学習の過程の中で他者と対話し，他者か

らの意味を問うような質問をされ，それに対

して答えていくことにより学びが深まり，自

分なりの解釈が出来上がって，「本当の分かっ

た」になるのではないかと思った。 

このことから，相手がどうしてそう考えた

のかといった「意味」を問うような質問をし

合えるより深い対話を目指すことが今後の課

題である。そのためには，子ども同士，また

教師と子どもの対話的関係が不可欠である。 
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良かったこと自分の考えが持てた，友達の考えを自分の考え

に取り入れられた，意見が言えるようになった，自分の意見

を発言して友達の考えを聞いて世界が広がった，あまりしゃ

べらない人としゃべれた，最初とは違う題名ができて考えが

深まった，友達の意見を聞くことで自分の考えを再確認でき

たり新しい考えが生まれたりした，みんなの考えが載ってい

るプリントを配られて興味が持てた 

難しかったこと自分の考えを出す，自分の考えや気持ちを言

葉や文章にして表現する，友達に自分の意見を伝える，一分

間対話し続ける，意見がかみ合わない， 

表５ 対話を取り入れた授業の良かったこと，難しかったこと 

 


